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第
６
回
議
会　

12
月
定
例
会　
12
月
４
日（
金
）～
11
日（
金
）

全員協議会・第5回臨時会　11月26日（木）

　

去
る
12
月
４
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
、
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
と
国
民
の
い
の
ち
と

健
康
を
守
る
た
め
の
陳
情
書
に
つ
い
て
、
審
査
の
結
果
を
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。

　

本
陳
情
の
趣
旨
は
、
２
０
２
０
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
拡
大
は
、

日
本
国
内
で
も
大
き
な
影
響
を
広
げ
、
経
済
活
動
や
国
民
生
活
に
も
深
刻
な
影
響
を
及

ぼ
す
と
共
に
、医
療
崩
壊
な
ど
国
民
の
命
と
健
康
が
脅
か
さ
れ
る
事
態
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
感
染
症
対
応
の
経
験
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
感
染
症
病
棟
や
集
中
治
療

室
の
大
幅
な
不
足
や
、
そ
れ
ら
を
中
心
的
に
担
っ
て
い
る
公
立
・
公
的
病
院
の
重
要
性
、

医
師
、
看
護
師
、
介
護
職
員
の
人
員
不
足
、
保
健
所
の
不
足
問
題
な
ど
で
す
。

　

国
民
の
い
の
ち
と
健
康
、
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
も
、
新
た
な
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
や
自
然
災
害
な
ど
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
込
む
た
め
に
も
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
、

そ
し
て
公
衆
衛
生
施
策
の
拡
充
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
国
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
実
現
の
た
め
に
国
に
対
す
る
意
見
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
内
容
の
陳

情
で
あ
り
ま
す
。

　

審
査
の
過
程
で
は
、
各
委
員
よ
り

●
今
後
も
発
生
が
予
想
さ
れ
る
新
た
な
感
染
症
拡
大
な
ど
の
事
態
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
に
十
分
な
財
源
確
保
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
地
域
の
声
を
踏
ま
え
た
医
療
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
医
師
、
看
護
師
、
医
療
技
術
職
、
介
護
職
等
の
増
員
を
考
え
て
ほ
し
い
。

　

と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

本
委
員
会
で
は
、
慎
重
な
審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
に
よ
り
採
択
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

�

総
務
文
教
常
任
委
員
会 

委
員
長　

角
田
文
雄

�　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
報
告
を
受
け
12
月
11
日
の
本
会
議
に
お
い
て
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
国
に
対
し
て
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

12
月
定
例
会
は
８
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
条
例
改
正
７
件
、
そ
の
他
３
件
、
補
正
予

算
１
件
、
専
決
処
分
１
件
、
議
員
提
出
の
意
見
書
１
件
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案

通
り
決
定
し
ま
し
た
。

■
条
例

・
川
場
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

現
在
県
内
の
自
治
体
で
は
、
賦
課
方
式
を
４
方
式
課
税
と
３
方
式
課
税
が
そ
れ
ぞ
れ
の

自
治
体
の
判
断
で
採
用
さ
れ
ま
す
が
、
県
内
賦
課
方
式
の
統
一
に
つ
き
、
令
和
６
年
度
ま

で
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
村
と
し
て
は
早
い
時
期
で
の
３
方
式
課
税
に
移
行
を
行

い
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
に
対
し
適
正
な
周
知
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
川
場
村
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。�

（
全
員
賛
成
）

・
川
場
村
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
の
た
め
の
固

定
資
産
税
の
課
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

地
域
の
特
性
を
生
か
し
て
高
い
付
加
価
値
を
創
出
し
、
相
当
の
経
済
効
果
を
及
ぼ
す
地

域
経
済
牽
引
事
業
を
行
う
事
業
者
に
対
し
、
固
定
資
産
税
の
免
除
を
す
る
規
定
で
あ
り
、

国
の
根
拠
法
令
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
村
関
係
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。�

（
全
員
賛
成
）

・
川
場
村
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に

行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
、
情
報
通
信
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律

等
の
一
部
を
改
正
す
る
施
行
に
伴
い
、
全
国
民
に
対
し
指
定
さ
れ
た
12
桁
の
個
人
番
号
を

知
ら
せ
る
通
知
カ
ー
ド
の
新
規
発
行
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
川
場
村
手
数
料
徴
収

条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
る
当
該
再
発
行
手
数
料
に
つ
い
て
削
除
す
る
た
め
、
提
案
す
る
も

の
で
す
。�

（
全
員
賛
成
）

・
川
場
村
福
祉
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

重
度
心
身
障
害
者
に
つ
い
て
、
既
に
所
得
制
限
が
導
入
さ
れ
て
い
る
母
子
家
庭
等
と
同

様
に
、
一
定
の
所
得
が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
の
負
担
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
）

・
川
場
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
延
滞
金
の
割
合

等
の
特
例
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
た
め
、
川
場
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。�

（
全
員
賛
成
）

・
川
場
村
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

租
税
特
別
措
置
法
の
延
滞
金
等
の
特
例
規
定
の
改
正
に
伴
い
、
地
方
税
法
附
則
第
３
条

の
２(

延
滞
金
及
び
還
付
加
算
金
の
割
合
等
の
特
例)

も
改
正
さ
れ
、
川
場
村
後
期
高
齢
者

医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
た
め
、
提
案
す
る
も
の
で
す
。�

（
全
員
賛
成
）

・
川
場
村
上
下
水
道
事
業
運
営
協
議
会
設
置
条
例

　
　

地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
１
３
８
条
の
４
第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
川

場
村
上
下
水
道
事
業
運
営
協
議
会
設
置
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。�

（
全
員
賛
成
）

■
そ
の
他

・
利
根
沼
田
地
域
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る
協
定
の
締
結

　
　

中
心
市
宣
言
を
行
っ
た
沼
田
市
と
相
互
に
役
割
を
分
担
し
、
生
活
機
能
の
充
実
や
地
域

活
性
化
等
を
図
り
、
村
民
の
安
定
し
た
暮
ら
し
を
確
保
す
る
こ
と
か
ら
協
定
締
結
に
つ
い

て
、
川
場
村
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
事
件
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
議
決
を
求
め
る
も

の
で
す
。�

（
全
員
賛
成
）

・
工
事
請
負
契
約
の
変
更（
令
和
元
年
度
社
会
資
本
総
合
整
備
事
業（
総
合
）村
道
谷
地
生
品
線

（
仮
称
）姥
堂
大
橋
橋
梁
上
部
工
製
作
・
架
設
工
事
）

　
　

工
事
請
負
契
約
内
容
の
変
更
に
伴
い
、
契
約
金
額
が
１
千
３
６
９
万
５
千
円
減
額
と
な
っ

た
め
で
す
。�

（
全
員
賛
成
）

・
利
根
沼
田
学
校
組
合
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議

　
　

理
事
長
、
副
理
事
長
及
び
理
事
の
人
員
構
成
お
よ
び
任
期
等
が
現
状
と
一
致
し
な
い
た

め
、規
約
の
一
部
を
改
正
し
、併
せ
て
規
約
縦
書
き
を
左
横
書
き
等
に
整
備
す
る
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
）

■
補
正
予
算

・
令
和
２
年
度
川
場
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
5
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
千
７
１
７
万
５
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
37
億
１
千
４
６
６
万
３
千
円
と
す
る
。
主
な
用
途
は
、

役
場
庁
舎
実
施
設
計
業
務
委
託
料
で
す
。�

（
全
員
賛
成
）

■
専
決
処
分

・
専
決
処
分
の
承
認

　
　

村
道
谷
地
生
品
線
Ａ
１
橋
台
盛
土
工
事
に
お
い
て
、
Ａ
１
橋
台
中
央
部
に
お
け
る
頂
版

の
追
加
施
工
等
に
よ
り
、
原
契
約
金
額
を
１
７
４
万
９
千
円
増
額
す
る
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
）

今回の
注目

定
例
会
（
12
月
11
日
）
最
終
日

陳
情
第
６
号

利
根
沼
田
地
域
定
住
自
立
圏
の

　
　
形
成
に
関
す
る
協
定
の
締
結

　

臨
時
会
が
１
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
条
例
の
一
部
改
正
４
件
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
原
案
通
り
決
定
し
ま
し
た
。

・
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

�

（
全
員
賛
成
）

・
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

�

（
全
員
賛
成
）

・
川
場
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

（
全
員
賛
成
）

・
川
場
村
第
１
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
、期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

（
全
員
賛
成
）

※
人
事
院
勧
告
に
よ
る
期
末
手
当
の
支
給
を
年
間
０.０５
月
分
の
引
き
下
げ
に
よ
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

�１
． 

利
根
沼
田
地
域
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る
協
定
に
つ
い
て

　

沼
田
市
が
中
心
と
な
り
、
１
市
１
町
３
村
で
相
互
に
役
割
を
分
担
し
、
生
活
機
能
の

充
実
や
地
域
活
性
化
等
を
図
り
、
村
民
の
安
定
し
た
暮
ら
し
を
確
保
す
る
こ
と
か
ら
協

定
締
結
に
つ
い
て
の
説
明
。

2
． 

国
民
健
康
保
険
税
の
改
正
に
つ
い
て

　

徴
収
方
法
の
所
得
割
・
資
産
割
・
均
等
割
・
平
等
割
の
４
方
式
か
ら
資
産
割
を
除
く

３
方
式
へ
の
見
直
し
と
税
制
の
改
正
の
提
案
説
明
。

3
． 

㈱
ニ
チ
ネ
ン
と
の
土
地
交
換
及
び
売
買
に
つ
い
て

　

川
場
の
採
石
場
等
の
跡
地
、
残
土
置
場
で
使
用
し
て
い
る
場
所
に
、
㈱
ニ
チ
ネ
ン
で

倉
庫
を
建
設
し
た
い
旨
、
申
出
が
あ
っ
た
た
め
そ
の
説
明
。

4
． 

学
校
林
関
係
民
事
訴
訟
に
つ
い
て

　

村
外
の
一
民
間
人
が
村
内
の
土
地
を
取
得
し
た
が
、
後
に
そ
こ
が
学
校
林
の
一
部
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
民
事
訴
訟
に
至
っ
た
。
双
方
の
和
解
案
が
出
た
こ
と
か
ら
、
そ

れ
に
つ
い
て
説
明
。

そ 

の 

他
　

１
． 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
に
つ
い
て

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し
て
、
ス
カ
イ
ビ
ュ
ー
ト
レ
イ
ル
の
運
営
方
法
の
説
明
。
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黒
田
議
員
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
伴
う
行
財
政
へ
の
影
響
は
。

村
長
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
、
税
収
入
は
令
和
２
年
度
と

比
較
し
て
大
幅
に
減
収
に
な
る
こ
と
に
加
え
、

令
和
２
年
度
の
国
勢
調
査
が
反
映
さ
れ
普
通
交

付
税
の
減
額
も
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

黒
田
議
員
　

予
算
編
成
の
基
本
方
針
は
。

村
長
　

財
政
規
律
を
遵
守
し
た
健
全
財
政

を
基
本
と
し
、
全
て
の
事
業
に
つ
い

て
現
状
を
把
握
し
、
村
民
に
と
っ
て
真
に
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
て
い
る
か
、
成
果
が

得
ら
れ
て
い
る
か
等
、
成
果
重
視
の
視
点
か
ら

見
直
し
、
予
算
編
成
に
当
た
る
よ
う
指
示
し
て

い
ま
す
。

　

新
拠
点
構
想
の
役
場
調
査
及
び
図
書
館
等
の

整
備
に
よ
り
、
近
年
類
を
見
な
い
投
資
的
経
費

が
見
込
ま
れ
、
事
業
の
緊
急
度
や
優
先
度
を
見

極
め
、
全
て
の
歳
出

経
費
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス

か
ら
見
直
し
、
大
幅

な
削
減
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
近
年
の
財
政
事

情
か
ら
節
減
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
既
に
予

算
の
削
減
を
行
い
、
さ
ら
な
る
削
減
に
は
相
当

な
覚
悟
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

黒
田
議
員
　

予
算
編
成
に
お
け
る
重
要
施

策
は
。

村
長
　

長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
る
上
宿
原

土
地
改
良
事
業
、
そ
れ
に
併
せ
た
新

拠
点
整
備
、
ま
た
長
い
年
月
と
予
算
を
費
や
し

た
村
道
谷
地
生
品
線
の
開
通
が
最
重
要
施
策
と

し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
増
加
し
続
け
る
社

会
保
障
経
費
や
老
朽
化
が
進
む
公
共
施
設
や
イ

ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化
対
策
な
ど
も
欠
か
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
元
気

で
活
力
あ
る
川
場
村
づ
く
り
の
た
め
、
世
田
谷

区
と
さ
ら
な
る
魅
力
あ
る
交
流
促
進
、
森
林
資

源
を
生
か
し
た
持
続
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出

推
進
な
ど
も
重
要
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

ま
す
。

森
林
活
用
の
取
組

黒
田
議
員
　

菅
総
理
は
、
２
０
５
０
年
ま

で
に
日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
を
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
を
目
指
す
と
表
明
し

ま
し
た
。
森
林
が
有
す
る
公
益
性
や
、
ま
た
循

環
型
の
地
域
資
源
と
し
て
一
層
期
待
が
高
ま
る

中
で
森
林
資
源
を
活
用
し
た
川
場
村
の
取
組
の

現
状
と
新
年
度
の
取
組
は
。

村
長
　

川
場
村
は
「
農
業
プ
ラ
ス
観
光
の

む
ら
づ
く
り
」
を
進
め
、
最
近
で
は

こ
れ
に
林
業
を
プ
ラ
ス
し
た
む
ら
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

川
場
村
の
林
野
は
戦
後
の
植
林
政
策
に
よ
り

植
林
さ
れ
た
人
工
林
が
多
く
、
既
に
伐
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。

　

木
材
価
格
の
低
迷
に
よ
り
放
置
さ
れ
て
い
る

山
林
が
多
く
、
さ
ら
に
そ
の
価
値
を
下
げ
防
災

機
能
も
低
下
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

ウ
ッ
ド
ビ
レ
ジ
川
場
で
は
、
こ
う
い
っ
た
間

伐
材
を
活
用
し
て
、
製
材
品
や
木
質
チ
ッ
プ
を

製
造
し
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
ほ
か
、
本
年

度
か
ら
ふ
じ
や
ま
ビ
レ
ジ
と
ホ
テ
ル
田
園
プ
ラ

ザ
で
木
質
チ
ッ
プ
を
燃
料
と
す
る
バ
イ
オ
マ
ス

ボ
イ
ラ
ー
を
稼
働
さ
せ
、
木
材
の
活
用
範
囲
を

広
げ
て
い
ま
す
。

　

建
築
材
と
し
て
は
、「
か
わ
ば
森
の
こ
ど
も

園
」
や
ふ
じ
や
ま
ビ
レ
ジ
の
新
温
浴
施
設
な
ど

積
極
的
な
活
用
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
着
工
予
定
の
役
場
新
庁
舎
は
、
木
造

２
階
建
て
を
計
画
し
、
可
能
な
限
り
内
外
装
と

も
川
場
産
木
材
の
使
用
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
世
田
谷
区
で
の
川
場
村
産
木
材
の
活
用

も
要
望
し
て
い
ま
す
。

黒
田
議
員
　

川
場
村
第
４
次
総
合
計
画
の

中
に
も
基
本
計
画
に
森
と
人
と

の
共
生
（
里
山
づ
く
り
）
と
い
う
の
が
あ
り
ま

す
。
幅
広
い
世
代
が
森
林
に
興
味
を
持
ち
、
森

林
で
憩
い
、
学
び
、
学
べ
る
環
境
づ
く
り
と
あ

り
ま
す
が
、
森
林
を
生
か
し
た
環
境
教
育
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

村
長
　

川
場
村
で
は
木
育
活
動
の
一
環
と

し
て
、
平
成
31
年
３
月
に
「
ウ
ッ
ド

ス
タ
ー
ト
宣
言
」
を
し
ま
し
た
。
川
場
村
で
生

ま
れ
る
子
供
が
最
初
に
手
に
す
る
お
も
ち
ゃ
は

木
製
の
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
の
趣
旨
か
ら
、

出
生
届
が
提
出
さ
れ
た
際
に
川
場
村
の
木
を
使

い
、
利
根
沼
田
森
林
組
合
で
製
作
さ
れ
た
木
製

の
積
み
木
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
、
群
馬
県
と
も

連
携
を
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
木
育
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
林
の
整
備
活
動
で
は
子
供
た
ち

が
実
際
に
森
林
に
入
り
山
の
手
入
れ
を
体
験
し

て
い
る
が
、
そ
の
際
に
は
、
森
林
の
持
つ
機
能

や
必
要
性
、
あ
る
い
は
整
備
を
し
て
い
く
こ
と

の
重
要
性
な
ど
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

川
場
村
で
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、
木
質

チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
活
用
は
二
酸
化
炭
素
排
出
量

の
削
減
に
寄
与
し
て
、
さ
ら
に
活
用
を
広
げ
木

材
需
要
の
拡
大
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
今
後

は
環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
取
り
入
れ
る
方
法

も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

黒田まり子村政を問う 般一 問質

ど
う
な
る
？

�

新
年
度
予
算

7 6



9 8



議会の動き
11月　� 　

	１6日	 利根郡町村議会議長会定例会
		  利根沼田広域圏整備組合定例議員協議会
		  利根沼田学校組合議員協議会
	１８日	 国保運営協議会
	１９日	 議会運営委員会
	２０日	 第1回川場村子ども議会
	２５日	 第６４回全国町村議会議長全国大会
	２７日	 利根沼田広域市町村圏振興整備組合例月出納検

査・定期監査
	３０日	 利根沼田広域市町村圏振興整備組合議会定例会
		  利根沼田学校組合議会定例会
		  沼田市外二箇村清掃組合定例会

12月　� 　

	 ２日	 川場村社会福祉協議会理事会
	 ４日	 第６回議会定例会（初日）
		  川場村自治功労者選考委員会
		  食べ歩きスタンプラリー抽選会

	１１日	 第６回議会定例会（最終日）
		  議会広報特別委員会
	１５日	 川場村介護保険計画策定委員会
	１６日	 奥利根広域観光連携協議会 (広観連 )設立総会
	２１日	 利根沼田広域市町村圏整備組合例月出納検査
		  令和２年度川場村廃棄物減量等推進審議会

1月　� 　

	 5 日	 群馬県議会新春交流会（中止）
		  上毛新聞社新年講演会（中止）
	 9日	 川場村消防団出初め式
		  川場村新年祝賀式
	１0日	 川場村成人式
	１1日	 どんど焼き
	１２日	 産業振興常任委員会視察（仮称 姥堂大橋）
	１８日	 議会広報特別委員会
		  利根郡町村議会議長会定例会
		  利根沼田広域圏整備組合定例議員協議会
		  利根郡町村議会議長会感謝状贈呈式
	２２日	 川場中学校立志式

11 10

第６４回  全国町村議会議長全国大会 期日／令和 2年 11 月 25 日 （ 水 ）
会場／ＮＨＫホール

　式典には菅総理大臣をはじめ、大島衆議院議長、山東参議院議長など多くの来賓から祝辞をいただき、
特に菅総理大臣からは、「活力ある地方を創る」「これは菅内閣の最も重要な政策のひとつ。地方の所得
を向上させて、地方の消費を活性化させることは、日本全体を元気にするために不可欠であり、国とし
ても全力で支援していく」との心強いお言葉をいただきました。大会終了後は「令和２年度町村議会議
長全国研修会」が開催され、「町村の議会　その価値と課題」と題して東京大学名誉教授　大森　彌

わたる

 氏に
よる大変参考になる講演を拝聴してまいりました。� 議長　小菅　秋雄

「活力ある地方を創る」……菅総理大臣より

内容　第１部：講演
　　　 第２部：議会広報クリニック

　「議会の見える化　住民との信頼築く」をテー
マに、議会広報の基本と編集について学びました。
講師は議会広報サポーターの芳野政明氏。
　今回は新型コロナウイルス対策により、参加議
会を 2回に分けたうえ、研修会場の環境整備（換気、
座席設定、ソーシャルディスタンスの確保、アル
コール消毒液の設置など）を行うという異例の状
況での開催となりました。
　議会広報誌発行の意義や目的、編集方針のポイ
ント、企画の立て方など、総合的な編集について
講義を受けました。講師の「診断」を受ける広報
クリニックでは、実際に発行された広報誌をとり
あげ、さまざまなアドバイスを受けました。
� 議会広報特別委員会 委員長　新木　敏郎

群馬県町村議会広報研修会
日時／令和 2年 11 月 20 日 （ 金 ）
� 10 時 20 分～ 15 時
会場／群馬県市町村会館　2階大研修室
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